
日
野
啓
三

昭
和

一
十
七
年
の
文
業

は
じ
め
に

「
(
昭
和
五
十
七
年
九
月
、

日
野
啓
三
記
)
」
と
末
尾
に
記
さ
れ
た
年
譜
「
日
野

啓
三
」
(
『
芥
川
賞
全
集
第
十
巻
』
文
芸
春
秋
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日

付
発
行
)

の
「
昭
和
二
十
七
年
(
一
九
五
二
)
二
十
三
歳
」

の
項
に
は
、
次
の
よ

う
な
言
説
が
あ
る
。

東
京
大
学
卒
業
、
読
売
新
聞
社
入
社
。
地
方
支
局
に
行
っ
て
「
新
聞
原
稿
を

書
き
ま
く
る
と
文
章
が
荒
れ
る
と
堀
田
善
衛
氏
か
ら
忠
告
さ
れ
、
外
電
の
翻

訳
が
主
な
外
報
部
に
、
外
国
語
能
力
は
最
低
な
の
に
無
理
に
入
れ
て
も
ら
う
。

こ
の
頃
か
ら
主
に
「
近
代
文
学
」
に
評
論
、
書
評
を
次
々
と
書
く
。

日野啓三・昭和二十七年の文業

学
ゐ汁 .， 
元東
室京
聞大
室学
玉文
十学
周部

空 25
1言r. コズ

::f学
芸科
業沿
実卒z平
員五

会高
昭餌
和三
三束
十京
九大
年学
八文
月学
二部
十社
日会

付
発
行
)
所
掲
の
「
社
会
学
卒
業
論
文
題
目
」
の
「
昭
和
二
十
七
年
三
月
卒
」
の
項

ア
プ
レ
ゲ
ー
ル

に
よ
れ
ば
「
日
野
啓
=
一
戦
後
世
代
の
研
究
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
流
動
」
六
月
臨

時
増
刊
号
(
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
五
日
付
発
行
)
所
掲
の
ア
ン
ケ
ー
ト
「
私
の

卒
業
論
文
」

「
日
野
啓
三
」

の
項
に
よ
れ
ば
、
題
目
は
「
戦
後
世
代
の
社
会
学

の

山

内

群

史

的
考
察
」
と
あ
る
。
こ
の
題
目
は
、
状
況
か
ら
判
断
し
て
前
者
が
正
し
い
の
で
あ

ろ
っ

「
私
の
卒
業
論
文
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

日
野
啓
=
一

三
年
の
こ
ろ
、
新
進
批
評
家
と
い
う
こ
と
で
「
近
代
文
学
」
に
書
い
た
り

し
て
い
た
。
卒
論
は
十
二
月
の
末
に
二
週
間
ほ
ど
で
二
百
枚
以
上
書
い
た
。

わ
が
生
涯
で
最
高
の
執
筆
速
度
と
記
憶
す
る
。
自
殺
し
た
光
ク
ラ
ブ
の
学
生

内
‘

υっ“

社
長
、
金
閣
寺
放
火
事
件
、
愛
人
の
堕
胎
手
術
に
失
敗
し
て
殺
し
た
九
州
大

学
の
大
学
生
な
ど
の
こ
と
を
書
い
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
確
か
で
は
な
い
ロ

た
だ
私
も
卒
論
で
取
り
上
げ
た
H

戦
後
世
代
の
ヒ
ー
ロ
ー
グ
た
ち
を
、

そ
の

後
、
三
島
由
紀
夫
が
次
々
と
小
説
に
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
三
島
氏
に
強

く
親
近
感
を
覚
え
た
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。

い
ま
も
社
会
学
研
究
室
に

残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、
二
度
と
読
み
直
し
て
み
た
い
と
は
全

く
思
わ
な
い
。
ま
あ
よ
く
卒
業
で
き
た
と
感
謝
し
て
い
る
。
卒
論
の
口
頭
試

験
の
時
は
、
す
で
に
就
職
の
決
ま
っ
て
い
た
新
聞
社
の
初
任
給
の
こ
と
な
ど

を
、
教
授
た
ち
と
話
し
合
っ
た
。

昭
和
二
十
六
(
一
九
五
二
年
の

コ
一
一
年
の
こ
ろ
、
新
進
批
評
家
と
い
う
こ
と
で

「
近
代
文
学
」
に
書
い
た
り
し
て
い
た
」
た
め
に
、
「
卒
論
は
十
二
月
の
末
に
一
一
週
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間
ほ
ど
で
ご
盲
枚
以
上
書
」
く
と
い
う
仕
儀
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、

右
の
言
説
か
ら
、

日
野
啓
=
一
の
卒
業
論
文
は
、

公
表
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ

る
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
昭
和
二
十
七

(
一
九
五
二
)
年
に
日
野
啓
三
は

三
篇
の
書
評
と
二
篇
の
評
論
と
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
昭
和
一
一
十
七
年
に

発
表
さ
れ
た
文
章
の
言
説
は
、
昭
和
二
十
六
(
一
九
五
一
)
年
に
発
表
さ
れ
た
文

章
の
言
説
よ
り
洗
練
さ
れ
て
精
度
を
高
め
、
言
葉
は
よ
り
的
確
に
、
修
辞
は
よ
り

精
密
に
、
論
理
の
展
開
は
よ
り
巧
み
に
な
っ
て
き
て
、
「
文
芸
評
論
家
」
と
し
て
の

風
格
さ
え
漂
わ
せ
始
め
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
年
「
文
学
界
」
十
三
月
号
の

新

人
評
論
特
輯
」

で
、
玉
名
の
新
人
評
論
家
の
中
に
そ
の
名
を
連
ね
た
の
も
、
当
然

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
昭
和
二
十
七
年
に
発
表
の
文
業
の
概
要
を
紹
介
し
、

日
野
啓
三
の
文
業
の
進
展
の
跡
を
確
認
し
た
い
。

ジ
ャ
ン
一
・
ゲ
ノ

l
著
『
深
夜
の
日
記
』

書
評
の
第
一
は
、
「
ジ
ャ
ン
・
ゲ
ノ

l
著

内
山
敏
訳
編
『
深
夜
の
日
記
』
」

あ
る
。
昭
和
一
一
十
七

(
一
九
五
二
)
年
二
月
一
日
付
発
行
の

「
近
代
文
学
」
第
七

巻
第
二
号
「
回
0
0
5」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。
三
段
組
=
一
頁
に
亘
っ
て
い
る
。
採
り
上

げ
ら
れ
た
書
の
原
題
名
は
、
」
呂
、

E
』
氏
。
h

町
宮
足
。

hboNE旬
。
書
名
の

「
深
夜
」

宮
町

2
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
軍
に
占
領
さ
れ
た
四
年
間
の
、
フ
ラ
ン
ス
の

「
街
の
上
」
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
「
心
の
中
」
に
作
ら
れ
た
「
夜
」
の
こ
と
だ
と
、
ア

ル
ベ
!
ル
・
カ
ミ
ユ
の
手
紙
の
一
節
を
引
き
な
が
ら
、

日
野
啓
三
は
説
明
す
る
。

そ
れ
は
「
外
な
る
時
代
の
暗
黒
の
記
録
」
と
し
て
の
み
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。

「
そ
の
記
述
は
ラ
ジ
オ
と
新
聞
を
と
お
し
て
み
た
平
凡
な
一
市
民
の
偶
然
的
な
見

開
」
以
上
を
出
な
い
し
「
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
「
ア
ジ
プ
ロ
作
品
」
と
し
て
は
「
極

め
て
内
容
貧
し
い
作
品
」
だ
と
い
え
る
。
「
し
か
し
」
と
、
日
野
啓
=
一
は
強
調
し
て

い
う
。
こ
の
書
物
を
「
流
行
の
抵
抗
伝
説
の
先
入
観
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
「
大
戦

中
の
パ
リ
l
」
と
い
う
「
時
代
」
「
場
処
」
で
生
き
た
一
人
の
人
間
の
「
内
な
る
誠

実
な
魂
の
記
録
」
と
し
て
読
む
な
ら
ば
、
「
英
雄
的
」
で
も
「
戦
闘
的
」
で
も
な
い

「
そ
の
表
面
的
な
貧
し
さ
」
が
、
「
貧
し
さ
故
に
却
っ
て
人
間
的
な
も
の
」
と
し
て
、

「
深
い
共
感
」
を
与
え
る
、
と
説
く
の
だ
。

「
英
雄
か
、
賢
者
か
。

典
型
的
な
人
間
は
そ
の
ど
ち
ら
か
ワ
」
と
ジ
ヤ
ン
・
ゲ

ノ
ー
は
自
ら
に
問
う
て

ど
ち
ら
で
も
あ
る
の
だ
。
ど
ち
ら
と
決
め
る
の
が
間
違

っ
て
い
る
」
と
答
え
る
。
こ
の
ゲ
ノ

l
の
言
説
を
引
用
し
て
、
日
野
啓
三
は
い
う
。

「
人
間
的
で
あ
る
と
は
そ
う
し
た
自
己
に
強
く
誠
実
で
あ
る
こ
と
」
だ
と
。

日
野

啓

治S
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「
野
間
宏
論
」
(
「
近
代
文
学
」
第
六
巻
第
五
号
、
昭
和
二
十
六
年
八
月
一

で
主
張
し
た
「
主
体
の
真
実
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
変
革
は
「
足

許
か
ら
」
「
内
側
か
ら
」
「
自
分
の
内
部
か
ら
」
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
過
渡

日
付
発
行
)

期
」
「
後
進
国
」
「
知
識
人
」
と
い
う
条
件
の

矛
盾
」
に
耐
え
、

そ
の

「
矛
盾
」

で

を
逆
に
「
生
き
る
一
と
い
う
「
覚
悟
」
を
し
た
、

「
覚
悟
」
が
表
明

日
野
啓
三
の

さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
」
(
「
近
代
文

晶
子
」
第
六
巻
第
六
号
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
一
日
付
発
行
)

の
言
説
を
援
用
す
る

な
ら
ば
、
「
西
欧
的
複
雑
性
と

y
グ
エ
ト
的
単
純
性
ー
ー
よ
り
簡
単
に
イ
テ
リ
ゲ
ン

チ
ャ
的
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
的
」
、
さ
ら
に
ジ
ヤ
ン
・
ゲ
ノ

l
の
「
日
記
」
の
言
説
に

倣
え
ば
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
精
神
と
レ

l
ニ
ン
の
精
神
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
自
ら

の
中
に
対
立
す
る
こ
つ
の
極
を
絶
え
ず
意
識
す
る
こ
と
、
し
か
も
、
そ
の
い
ず
れ

に
も
誠
実
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
し
て
一
方
に
の
み
割
切
る
と
と
を
拒
む
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
英
雄
と
し
て
生
き
る
の



を
拒
む
こ
と
は
、
真
に
英
雄
的
な
努
力
を
必
要
と
し
、
英
雄
以
上
の
悲
劇
的
な
苦

悩
を
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
だ
。
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
」
で
発

見
し
た
「
真
空
の
地
点
」
、
稀
薄
の
極
限
で
あ
る
と
と
に
よ
っ
て
逆
に
充
実
し
緊
張

し
た
場
処
、
「
騎
風
の
眼
」
の
よ
う
な
地
点
で
、
耐
え
て
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う

の
で
あ
る
。

ジ
ヤ
ン
・
ゲ
ノ

l
の
本
質
を
物
語
っ
た
、
彼
の
「
ふ
と
咳
く
よ
う
な
」
一
句
を
、

日
野
啓
三
は
引
用
す
る
。
「

ρ
私
H

が
た
し
か
に
私
を
悩
ま
す
。
そ
れ
は
ひ
と
つ
の

牢
獄
だ
。
私
は
こ
の

ρ
私
H

と
は
別
な
自
分
を
も
っ
て
い
る
」
。
現
実
の
恐
ろ
し
い

素
顔
を
明
視
す
る
に
は
、
「
夢
の
凡
て
を
殺
し
去
っ
て
」
自
ら
真
空
と
化
し
た
醒
め

た
精
神
が
必
要
で
あ
る
。
「
占
領
軍
の
言
語
を
絶
す
る
野
蛮
と
暴
虐
」
。
だ
が
、
占

領
軍
の
上
官
に
対
し
不
動
の
姿
勢
を
と
る
老
軍
夫
を
挑
め
て
、
彼
は
「
ま
っ
た
く

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
、
あ
き
ら
め
き
っ
て
、
絶
望
的
な
よ
う
に
み
え
る
」
と
書
き
留

め
る
。
ま
た
、

マ
キ
に
加
わ
っ
て
戦
う
「
死
を
覚
悟
し
た
愛
す
る
若
者
た
ち
」
に

つ
い
て
「
自
由
の
た
め
に
死
ぬ
覚
悟
が
な
い
限
り
、
自
由
は
存
在
し
な
い
こ
と
を

理
解
し
た
」
と
書
い
た
あ
と
「
し
か
し
彼
ら
が
後
に
残
し
た
も
の
」
は
「
悲
惨
や

恥
辱
」
で
あ
っ
て
、
「
魂
は
悲
し
み
汚
れ
た
肉
体
を
も
と
も
な
い
、
こ
の
肉
体
を
も

救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
付
け
加
え
る
。
ゲ
ノ

l
の

「
魂
の
内
な
る
分
裂
は
更
に

日野啓三 昭和二十七年の文業

の
ぞ
み
少
い
暗
黒
で
あ
っ
た
」
と
、
日
野
啓
三
は
い
う
。
「
外
な
る
暗
黒
」
は
、
四

年
を
も
っ
て
終
わ
っ
た
が
、
「
彼
の
内
な
る
深
夜
」
は
明
け
初
め
は
し
な
い
。
彼
に

と
っ
て
こ
の

「
深
夜
」
は
「
一
一
重
の
暗
黒
」
を
意
味
し
た
、
と
い
う
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
日
記
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
検
閲
を
恐
れ
て
書
か
れ

て
い
な
い
事
実
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
、

日
野
啓
三
は
い
う
。
彼
は
「
国

民
作
家
評
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
「
自
由
思
想
」
の
発
刊
に
も
参
画
し
、
日
記
の

一
部
は
「
深
夜
叢
書
」
の
一
冊
に
な
っ
た
。
だ
が
、
ジ
イ
ド
や
ヴ
ア
レ
リ
イ
、

ン
テ
ル
ラ
ン
の
よ
う
に
、
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
編
轄
の
下
に
御
用
雑
誌
と
し

て
再
刊
さ
れ
た
「
N
R
F
」
に
は
寄
稿
せ
ず
、

公
の
出
版
は
拒
否
し
、
高
等
師
範

の
教
師
と
し
て
は
圧
迫
と
危
険
と
の
中
で
人
間
の
自
由
と
偉
大
さ
と
を
説
き
続
け

ろた
う。

彼 f
は l

E Z 
と中
Lか
に ら
で
きJ1I!
q 想
だ m

Z需
抵~

苧は
『ウ

懸歪
で;員
全ぇ
むノ て
でい
I:J:た
今た
¥め
「で
彼あ

の
内
部
の
レ

1
ニ
ン
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
対
立
、
或
は
7

キ
の
英
雄
達
と
ド
イ
ツ
兵

の
中
に
さ
え
人
間
を
み
る
立
場
に
あ
っ
て
の
分
裂
」
そ
の
い
ず
れ
を
も
「
余
り
に

強
く
欲
す
る
故
に
止
む
な
く
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
姿
勢
」
が
、
こ
の
日
記
を

掃
く
と
き
「
ぼ
く
ら
の
前
に
現
れ
る
彼
」
だ
と
い
う
「
そ
う
し
た
危
険
な
形
で
し

か
こ
の
世
界
の
上
に
は
現
象
し
え
な
い
彼
の
魂
の
余
り
に
も
人
間
的
で
あ
る
こ
と

を
欲
す
る
が
故
の
苦
悩
と
焦
燥
と
そ
し
て
孤
独
」
。
そ
れ
が
「
日
記
」
を
通
し
て
流

れ
る
主
調
音
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。
こ
の
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「
正
し
い
事
情
を

E
し
く
理
解
せ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
、
末
尾
で
日
野
啓
=
一
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
・
ゲ
ノ
!
と
い
う
誠
実
故
に
不
幸
で
あ
っ
た
一
人
の
人
間
の
た
め
に
、

文
苦
し
く
危
険
な
状
態
の
中
で
書
き
つ
が
れ
た
こ
の
貴
重
な
書
物
の
た
め
に
、

そ
し
て
嘗
つ
て
の
フ
ラ
ン
ス
に
劣
ら
ぬ
不
幸
な
時
代
を
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
ぼ

く
ら
自
身
の
た
め
に
、
更
に
彼
が
身
を
以
っ
て
守
っ
た
人
間
の
凡
ゆ
る
悲
惨

と
苦
悩
を
容
認
し
な
い
と
い
う
真
の
人
間
的
な
立
場
、
言
葉
の
正
し
い
意
味

に
於
い
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
信
念
の
た
め
に

で
あ
る
。

日
野
啓
三
は
、
こ
の
書
を
通
し
て

う
し
た
困
難
な
時
代
に
於
い
て
、
誠
実

と
は
と
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
又
人
間
的
で
あ
る
こ
と
の
意
味
」

モ

を
学
ん
だ
と
い
う
。
前
年
の

「
野
間
宏
論
」
(
前
掲
)
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
プ
ル
グ
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論
」
(
前
掲
)
「
堀
田
善
衛
論
」
(
「
近
代
文
学
」
第
六
巻
第
八
号
、
昭
和
二
十
六
年

は
い
か
に
在
る
べ
き
か

十
二
月
一
日
付
発
行
)

で
「
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」

を
模
索
し
て
い
た
日
野
啓
三
に
と
っ
て
、
ゲ
ノ
l
の
日
記
は
、
貴
重
な
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
書
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
「
生
き
る
か
否
か
の
極
限
で
、
生
き
る
方

に
賭
け
る
、

一
種
非
人
間
的
な
ま
で
の
意
志
」
を
も
っ

「
新
し
い
ヒ
ユ

1
7
ニ
ス

ト
」
を
、

日
野
啓
三
は
ゲ
ノ
l
の
中
に
見
た
の
で
あ
ろ
う
。

E 

李
広
田
作
『
引
力
』

書
評
の
第
三
は
、
「
李
広
田
作

七
年
(
一
九
五
二
)
年
七
月
一
日
付
発
行
の
「
近
代
文
学
」
第
七
巻
第
七
号
の
「
回
o
o
E」

岡
崎
俊
夫
訳
『
引
力
』
」

で
あ
る
。
昭
和
二
十

欄
に
掲
載
さ
れ
た
。
三
段
組
一
一
頁
程
の
書
評
で
あ
る
。

曲
目
頭
、
日
野
啓
三
は
、
「
今
ま
で
全
然
」
中
国
の
小
説
に
接
し
て
い
な
い
の
で
、

「
少
な
か
ら
ぬ
期
待
を
も
っ
て
こ
の
書
を
緒
い
た
」
が
、
読
み
終
え
て

「
失
望
の

念
を
禁
じ
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
新
し
く
教
え
ら
れ
る
こ
と
」
も
「
親
し
く

共
感
す
る
点
」
も
な
く
、
「
読
む
前
の
私
」
と
「
読
み
終
っ
て
か
ら
の
私
」
と
の
問

に
い
さ
さ
か
の
変
化
も
な
く
、
「
何
ひ
と
つ
残
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
。
「
こ
の
作

品
の
意
義
は
」
と
い
え
ば
「
私
と
何
も
共
通
項
を
も
た
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
」

と
い
う
の
だ
。

筋
は
極
め
て
簡
単
で
あ
る
。

日
野
啓
三
の
要
約
を
引
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る

l
l
「
中
産
階
級
に
属
す
る
一
人
の
女
教
師
が
日
本
軍
占
領
下
の
生
活
に
は

反
発
し
つ
つ
も
、
非
占
領
地
区
に
あ
る
夫
か
ら
の
誘
い
に
応
ず
る
決
心
が
つ
か
な

い
で
い
る
が
、
そ
の
う
ち
子
供
と
一
緒
に
占
領
区
を
脱
出
し
て
非
占
領
区
に
行
っ

て
み
る
と
(
と
い
っ
て
も
殆
ん
ど
汽
車
旅
行
で
あ
る
)
夫
は
一
日
ち
が
い
で
解
放

区
へ
去
っ
た
後
で
あ
っ
た
と
い
う
話
」
だ
。

訳
者
岡
崎
俊
夫
「
あ
と
が
き
」

日
本
の
統
治
に
対
す
る
中
国
民
衆
、
と
く

。コ

に
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
抵
抗
を
描
い
た
名
作
と
う
た
わ
れ
た
。
」
と
い
う
一
節
を

引
用
し
、
日
野
啓
三
は
、
「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
主
要
な
属
性
の
ひ
と
つ
を
批
判

モ
ン
ホ
ア

精
神
」
と
み
る
な
ら
ば
「
主
人
公
の
女
教
師
夢
華
」
の
娘
は
「
わ
れ

j
lの
考
え

る
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
眼
と
は
無
縁
」
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
「
思
考
に
裏

づ
け
ら
れ
た
心
理
は
凡
て
手
終
の
形
を
と
っ
て
」
い
て
、
夫
と
夢
華
と
が

「
抵
抗

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
は
「
軽
く
流
さ
れ
て
」

い
る
。
「
日
本
箪
の
暴
虐
さ
」
も
「
間
接
話
法
の
説
明
形
」
に
な
っ
て
い
て
「
具
体

的
な
直
接
描
写
」
は
少
な
い
。
「
作
者
の
そ
の
ひ
と
の
眼
の
構
造
」
が
「
複
眼
で
は

な
く
単
眼
的
」

で
あ
る
、
と
い
う
の
だ
。
前
の
ジ
ヤ
ン
・
ゲ
ノ
l
の
『
深
夜
の
目

記
』
の

-26ー

「
眼
」
と
比
較
し
て
、

日
野
啓
三
に
は
痛
切
に
感
じ
ら
れ
た
相
違
点
で
あ

ろ
う
。
「
こ
の
手
放
し
の
単
眼
的
眼
球
は
」
と
、

日
野
啓
三
は
い
う
。
「
中
国
で
イ

ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
自
他
と
も
に
ゆ
る
し
て
い
る
人
々
」
或
い
は
「
中
国
全
体
の

あ
る
資
質
を
示
し
て
い
る
」
と
。
と
に
か
く
「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
い
う
言
葉
」

か
ら
自
然
に
表
象
す
る
「
人
間
像
或
は
世
界
像
」

か
ら
そ
れ
は
余
り
に
も
遠
い
、

と
い
う
の
だ
。

「
作
者
後
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
、
「
自
然
と
和
解
し
、
未
来
と
和
解
す
る
美
し

の
一
節
を
引
用
し
、
日
野
啓
三
は
、

い
魂
の
行
情
」

で
あ
る
「
作
者
自
作
の
詩
」

こ
の
書
を
通
し
て
流
れ
る
「
感
情
の
波
動
」
が
、
「
村
落
共
同
体
時
代
の
残
照
で
あ

る
の
か
」
「
無
階
級
社
会
か
ら
の
曙
光
で
あ
る
の
か
」
「
私
は
し
ら
な
い
」
と
い
い
、

わ
れ
わ
れ
「
自
然
と
の
交
感
を
失
っ
て
久
し
い
人
種
」
が
理
解
す
る
に
は
「
彼
等

は
余
り
に
も
右
い
の
か
、
余
り
に
も
新
し
す
ぎ
る
の
か
」
と
い
う
。
結
論
と
し
て
、

日
野
啓
三
は
「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
と
か
、

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と
か
の
先
入
見
な
し



に
虚
心
に
読
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
虚
心
に
読
ん
だ
と
て
余
り
結
果
は
期
待

し
な
い
方
が
よ
い
小
説
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の
だ
。
「
後
進
国
」
「
過
渡
期
」
「
知
識

人
」
と
い
っ
た
問
題
に
真
剣
に
取
組
み
、
「
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
は
い
か
に

在
る
べ
き
か
を
模
索
し
て
い
た
当
時
の
日
野
啓
=
一
に
と
っ
て
は
、
当
然
の
言
説
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

E 

除
村
吉
太
郎
編
『
ソ
ヴ
エ
ト
文
学
史
』

I

・E

書
評
の
第
三
は
「
除
村
吉
太
郎
編
『

y
ヴ
エ
ト
文
学
史
』

I
・
E
」
で
あ
る
。

昭
和
二
十
七

(
一
九
五
二
)
年
九
月
一
日
付
発
行
の

「
近
代
文
学
」
第
七
巻
第
九

号
の
「
回
o
o
E
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。
三
段
組
で
四
頁
に
亘
り
、
こ
の
年
の
三
篇
の

書
評
の
う
ち
で
も
っ
と
も
長
い
。
高
等
学
校
時
代
に
第
二
外
国
語
が
ロ
シ
ヤ
語
で
、

一
時
期
日
本
共
産
党
員
に
な
っ
た
経
験
を
も
っ
日
野
啓
三
に
と
っ
て
、
こ
の
書
は

格
別
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

努
頭
日
野
啓
三
は
、
「
公
式
的
と
い
っ
て
軽
蔑
し
、
独
断
だ
と
い
っ
て
眉
を
ひ
そ

し
か
し
正
し
く
公
式
的
に
割
り
き
ら
れ
た
公
式
の
、
確
信
を
も
っ
て
独
断

さ
れ
た
独
断
の
美
し
さ
と
い
う
も
の
が
確
か
に
あ
り
う
る
の
だ
。
」
と
い
い
、
「
問
問

め
る
。
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巻
数
頁
を
「
ま
た
例
の
!
」

の
舌
打
ち
し
な
が
ら
聞
く
で
あ
ろ
う
き
み
も
、
読
み

終
え
て
最
後
の
頁
を
伏
せ
る
と
き
に
は
、

心
中
す
が
す
が
し
い
一
陣
の
涼
風
の
吹

き
ぬ
け
る
想
い
を
成
弘
す
る
に
相
違
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
読
者
に
こ
の
書
を
薦

め
る
、
巧
み
な
導
入
と
い
っ
て
よ
い
。

次
い
で
、
テ
l
ヌ
の
『
文
学
史
の
方
法
』
を
援
用
し
な
が
ら
、
批
評
家
に
と
っ

て
の
誘
惑
的
な
夢
で
あ
る
「
真
実
の
文
学
史
の
記
述
と
い
う
事
業
」
に
つ
い
て
論

じ
る
。
「
真
実
と
は
客
観
的
な
る
も
の
の
謂
い
」
で
あ
り
、
「
《
客
観
的
真
実
》
と
い

う
悪
魔
の
祭
壇
の
前
」

で
壮
麗
な
夢
を
追
う
と
い
う
、

己
が
信
仰
心
の
崇
高
さ
に

感
動
し
て
い
た
。
だ
が
、
「
夢
は
畢
寛
夢
に
す
ぎ
ず
、
信
仰
は
つ
い
に
信
仰
で
し
か
」

な
い
。
も
し
か
す
る
と
「
《
客
観
的
真
実
》
な
ど
と
い
う
も
の
」
は
、
「
あ
る
の
か

な
い
の
か
」
判
定
し
が
た
く
、
「
な
く
と
も
一
向
に
困
ら
な
い
も
の
」
だ
と
、
日
野

啓
三
は
い
う
。
問
題
は
、
「
よ
く
《
客
観
的
真
実
》
の
尻
尾
を
掴
え
得
て
い
る
か
否

か
」
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
対
象
を
組
伏
せ
る
精
神
の
姿
態
そ
の
も
の
の
真
実
さ
」

に
あ
る
。
「
美
し
い
独
断
」
と
い
う
言
説
が
使
用
さ
れ
る
所
以
で
、
日
野
啓
三
ら
し

さ
の
強
く
感
じ
ら
れ
る
論
法
と
い
っ
て
よ
い
。

か
く
し
て
、
「
こ
の
書
物
の
独
断
」
が
、
「
目
次
」
に
依
り
な
が
ら
紹
介
さ
れ
る

の
だ
。
こ
の
書
は
全
七
篤
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
『

y
グ
エ
ト
文
学
史
』
と
い
う

題
名
か
ら
、
当
然
期
待
さ
れ
る
ソ
ヴ
エ
ト
文
学
の
歴
史
的
記
述
は
、
全
七
篇
の
う

ち
第
四
篇
一
篇
だ
け
で
、
全
体
の
七
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
ロ
こ
れ
は
「
客
観
的
で

-27-

は
な
い
」
と
い
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
編
者
の
言
葉
に
依
れ
ば
、
「
ソ
ヴ
エ
ト
文
学

発
達
の
道
」
に
つ
い
て
の
従
来
の
日
本
で
の
紹
介
の
「
共
通
の
散
点
」
で
あ
る
「
十

九
世
紀
の
批
判
的
レ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
バ
ト
ン
を
う
け
つ
い
で
社
会
主
義
レ
ア
リ
ズ

ム
の
創
作
方
法
を
創
始
し
た
ゴ

l
リ
キ
ー
を
祖
と
す
る
人
民
の
文
学
の
大
道
を
展

望
す
る
と
い
う
見
地
」
を
堂
々
と
提
出
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
た
め

だ
と
い
う
。

本
論
最
初
の
一
篇
は
、
「
大
道
」
の
「
祖
」
ゴ

l
リ
キ

l
一
人
の
た
め
に
捧
げ
ら

れ
て
い
る
。
「
散
文
の
ゴ

l
リ
キ
l
」
に
第
二
篇
を
、
「
詩
の
7

ヤ
コ

l
ア
ス
キ
ー
」

に
第
五
篇
を
と
、
「
巨
星
の
前
に
は
、
他
の
誇
星
は
残
り
の
七
分
の
一
の
空
間
に
追

い
こ
め
ら
れ
、
更
に
雑
階
級
的
或
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
色
が
か
っ
た
他
の
星
屑
は
全
く

そ
の
色
を
失
う
に
至
」
っ
て
い
る
。
こ
の
編
成
を
日
野
啓
三
は
、
「
大
層
自
然
な
道

理
だ
」
と
い
う
。
「
革
命
前
の
文
学
史
」
か
ら
「
ロ
シ
ヤ
象
徴
派
の
活
動
は
除
外
」
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ア
ル
ツ
イ
パ

l
シ
ェ
フ
は
名
前
さ
え
触
れ
ら
れ
ず
、
ク
ー
プ
リ
ン
、
ア
ン

ド
ル
l
エ
フ
は
「
戯
函
的
に
卑
小
化
」
さ
れ
、
草
命
後
の
諸
作
品
は
「
軽
く
無
視
」

さ
れ
、
「
夫
々
の
偏
向
理
論
」
が
入
り
乱
れ
て
争
っ
た
「
苦
難
の
論
争
時
代
」
は
「
冷

さ
れ
、

や
か
に
黙
殺
」
さ
れ
て
い
る
。
「
見
事
に
も
統
一
さ
れ
た
編
集
方
針
の
貫
徹
」
だ
と

し、

つ。そ
の
編
集
方
針
の

「
根
底
」
に
は
「
も
し
私
の
生
き
て
い
る
の
が
唯
自
分
自
身

の
た
め
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
」
と
い
う
「
ロ
シ
ア

の
古
い
諺
の
論
理
」
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
の
論
理
は
、
当
然
「
自
分
の
力
」
を

「
高
貴
の
目
的
」
の
た
め
に
、
「
人
民
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
捧
げ
る
」
の
が
「
ヒ
ユ

1
7
ニ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
い
う
「
断
定
」
に
繋
が
る
。
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
「
反

動
勢
力
の
壊
滅
」
と
の
た
め
に
「
世
界
文
学
の
前
衛
部
隊
」
と
い
う
使
命
感
に
燃

え
て
い
な
い
文
学
は
、
「
ソ
グ
エ
ト
文
学
史
」
の
一
頁
を
与
え
ら
れ
る
資
格
が
な
い
。

「
人
民
へ
の
奉
仕
」
以
外
に
「
私
は
何
の
た
め
に
あ
る
か
」
。
こ
の
論
理
に
対
し
て

日
野
啓
三
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
に
考
え
及
ぶ
。
第
一
に
、
こ
の
美
し
い
独
断
は

ど
こ
か
ら
来
た
か
。
第
一
一
に

い
か
に
し
て
わ
れ
わ
れ
も
美
し
い
書
物
を
書
き
得

る
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

日
野
啓
三
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

第
一
の
「
こ
の
書
の
独
断
の
美
し
さ
」
は
、
「
ソ
ヴ
エ
ト
自
体
の
社
会
主
義
的
発

展
の
力
と
成
果
の
美
し
さ
」
と
で
あ
る
。
「
革
命
を
成
就
し
、
五
カ
年
計
画
を
戦
い
、

独
ソ
戦
争
を
勝
ち
ぬ
い
て
今
日
の
ソ
ヴ
エ
ト
を
築
き
あ
げ
た
彼
等
ソ
ヴ
ェ
ト
人
た

ち
の
創
造
す
る
情
熱
と
精
神
の
美
し
さ
」
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。

第
二
の
「
わ
れ
/
¥
自
身
の
問
題
」
は
、
「
当
然
」
第
一
の
問
題
と
つ
な
が
っ
て

く
る
。
「
今
日
の
ソ
グ
エ
ト
」
は
、
「
ロ
シ
ア
の
人
々
が
デ
カ
プ
リ
ス
ト
の
乱
以
来

自
分
と
他
人
の
血
を
流
し
、
自
分
と
同
胞
の
命
を
懸
け
て
創
り
あ
げ
た
も
の
」
で

あ
る
。
ま
た
「
今
日
の
ソ
グ
エ
ト
文
学
」
は
、
「
プ

l
シ
キ
ン
以
来
幾
多
の
天
才
た

ち
が
己
が
こ
の
世
の
平
和
と
命
数
を
賭
け
て
創
り
あ
げ
た
も
の
だ
」
と
い
う
。
「
社

会
主
義
」
は
「

y
ヴ
エ
ト
人
に
と
っ
て
過
去
の
創
造
の
結
果
と
し
て
の
現
在
」
だ

が
、
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
そ
れ
は
現
在
の
創
造
の
結
果
と
し
て
の
未
来
」
に
属

す
る
。
「
自
ら
の
現
在
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
過
去
を
破
壊
し
、
他
人
の
創
造
を

否
定
す
る
と
い
う
反
語
的
覚
悟
を
せ
め
て
一
度
は
己
が
精
神
に
課
し
て
み
る
こ
と

が
或
は
必
要
な
の
か
も
し
れ
ぬ
」
と
い
う
。
「
創
造
す
る
精
神
の
姿
態
の
み
が
美
し
」

く
、
そ
し
て
「
創
造
と
は
あ
く
ま
で
創
造
で
あ
っ
て
模
倣
で
は
な
い
」
と
、
日
野

啓
=
一
は
「
自
身
に
ひ
そ
か
に
言
い
き
か
す
」

の
で
あ
る
。

lV 

「
現
代
の
《
人
間
の
条
件
》
」

評
論
の
第
一
は
、
「
現
代
の
《
人
間
の
条
件
》
」

-28ー

で
あ
る
。
昭
和
二
十
七

九

五
二
)
年
五
月
一
日
付
発
行
の
「
現
代
文
学
」
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
評

論
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
「
「
現
代
文
学
」
誌
上
の
日
野
啓
一
ニ
」
(
「
近
代
文
学
試

論
」
第
四
十
七
号
、

ニ
O
O九
年
一
二
月
二
五
日
付
発
行
)

で
紹
介
し
て
い
る
。

」
こ
で
は

そ
の
要
点
だ
け
を
示
し
て
お
こ
う
。

こ
の
評
論
で
日
野
啓
三
は
、
「
ぼ
く
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
」

は
、
「
ぼ
く
ら

が
ぼ
く
ら
の
眼
で
ぼ
く
ら
自
身
の
周
囲
を
み
ま
わ
」
し
、
「
そ
こ
で
明
ら
か
に
み
た

こ
と
を
ぼ
く
ら
の
能
力
に
応
じ
て
確
実
に
実
行
に
う
っ
す
こ
と
」
で
あ
っ
て
「
一

切
は
そ
こ
か
ら
始
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
日
野
啓
コ
一
の
文
業
の
核
心
と
な
る
基

本
姿
勢
が
形
成
さ
れ
た
、
重
要
な
評
論
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
彼
の
文
業
は
、
こ

の
方
向
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
感
覚
に
磨
き
が
か
け
ら
れ
、
輝

き
を
増
し
て
い
っ
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
こ
の
評
論
の
後
に
発
表
さ
れ
た
書
評
「
李

広
田
作
『
引
力
』
」
や
「
除
村
吉
太
郎
編
『
ソ
グ
エ
ト
文
学
史
』

I
・E
」
な
ど
は
、



特の
に 評
、論

日で
野示
啓さ
ニれ
はた
二基
ジヲド
ヴ~
ニE ヲ才

ト (J)

主義
史喧
』胞

を果
読で
んあ

で z
y 。

グ
ニ工
ト
の

ヒ
ユ

1
7
ニ
ズ
ム
」
を
踏
ま
え
た
「
創
造
す
る
精
神
」
に
、
強
く
心
を
惹
か
れ
た
。
こ

の
「
世
界
」
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
「
客
観
的
真
実
」
や
「
模
倣
」
な
ど
で
は
な

く
、
「
他
人
の
創
造
を
否
定
」
す
る
と
い
う
「
反
語
的
な
覚
悟
」
を
も
っ
て
「
自
ら

の
現
在
を
創
造
す
る
」
と
い
う
、
「
創
造
す
る
精
神
」
で
、
そ
の
「
創
造
す
る
精
神

の
姿
態
の
み
美
し
い
」
と
自
覚
す
る
の
だ
。
日
野
啓
三
を
「
日
本
」
の
「
新
し
い

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
「
創
造
」
の
模
索
へ
と
導
く
の
は
、
こ
の
自
覚
で
あ
っ
た
。

V 

「
虚
点
と
い
う
地
点
に
つ
い
て

評
論
の
第
二
は
、
昭
和
二
十
七

(
一
九
五
二
)
年
十
二
月
一
日
付
発
行
の

「文

学
界
」
第
六
巻
第
十
二
号
の
「
新
人
評
論
特
輯
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
虚
点
と
い

う
地
点
に
つ
い
て
|
荒
正
人
論

l
」
で
あ
る
。
特
輯
楠
の
「
目
次
」
を
掲
げ
る
と
、

次
の
よ
う
だ
。

新
人
評
論
特
輯

日野啓三ー昭和二十七年の文業

近
代
文
学
の
骨
格

宗
教
と
文
学

進
藤

佐
古
純
一
郎

純
孝

(
6
)
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記
録
の
仮
構
と
の
問

ß~ 
部

達

(
初
)

平
衡
操
作
に
よ
る
文
学

奥
里子

健
男

28 

虚
点
と
い
う
地
点
に
つ
い
て

日
野

啓

37 

当
時
新
し
く
活
躍
し
始
め
て
い
た
評
論
家
た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
生
年
年

齢
順
で
は
、
佐
古
純
一
郎
大
正
八
年
=
一
十
三
歳
、
進
藤
純
孝
、
服
部
達
大
正
十
一

年
三
十
歳
、
奥
野
健
男
大
正
十
五
年
二
十
六
歳
、

日
野
啓
三
昭
和
四
年
二
十
三
歳

で
、
日
野
啓
三
が
最
年
少
で
あ
っ
た
。

日
野
啓
三
の
最
初
の
著
書
は
『
ベ
ト
ナ
ム
報
道

特
派
員
の
証
言
』
(
現
代
ジ
ヤ

ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
十
王
日
付
発
行
)

で
あ
る
。
そ
の

あ
と
相
次
い
で
「
評
論
三
部
作
」
が
上
梓
さ
れ
た
。
三
部
作
の
う
ち
『
存
在
の
芸

術
|
廃
壌
を
越
え
る
も
の
』
(
南
北
社
、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
二
十
日
付
発
行
)

で
は
「
芸
術
論
の
原
理
的
試
論
」
を
、
『
幻
視
の
文
学
|
現
実
を
越
え
る
も
の
』
(
三

で
は
「
純
粋
に
文
学
的
な
作

一
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
日
付
発
行
)

品
論
・
作
家
論
」
を
中
心
に
ま
と
め
た
の
に
対
し
、
『
虚
点
の
思
想

る
も
の
』
(
永
田
書
一
房
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
付
発
行
)

動
乱
を
越
‘
え

で
は
、
「
広

義
の
思
想
的
エ
ッ
セ
イ
」
を
集
め
た
と
い
う
。
「
文
学
界
」
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
評

論
は
、
『
虚
点
の
思
想
|
動
乱
を
越
え
る
も
の
』
の
「
第
二
部
虚
点
の
黙
示
録
」

の
巻
頭
に
、
「
荒
正
人
論

l
虚
点
と
い
う
地
点
」
と
改
題
し
そ
の
「
I
」
と
し
て
収

-29ー

載
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
日
野
啓
三
が
公
表
し
て
き
た
文
業
の
う
ち
で
、
著
書
に
収

載
さ
れ
た
最
初
の
評
論
で
あ
っ
た
。

拙
稿
「
「
現
代
文
学
」
誌
上
の
日
野
啓
一
二
」
(
前
掲
)
や
「
「
近
代
文
学
」
誌
上
の

日
野
啓
三

i
一
九
五
一
年
ま
で
|
」
(
「
近
代
文
学
試
論
」
第
四
十
八
号
、
二

O
一

O
年
一
二
月
二
五
日
付
発
行
)
な
ど
で
紹
介
し
て
き
た
評
論
で
の
論
点
が
、
「
文
学

界
」
と
い
う
晴
れ
舞
台
を
得
て
、
改
め
て
聞
い
直
さ
れ
深
め
広
げ
ら
れ
、
も
う
一

度
掘
り
下
げ
ら
れ
た
力
篇
で
、
自
他
と
も
に
評
論
家
日
野
啓
=
一
の
出
世
作
と
認
め

ら
れ
て
い
る
評
論
と
い
っ
て
よ
い
。

日
野
啓
三
は
「
現
代
文
学
と
は
何
か
」
(
「
現
代
文
学
」
第
一
一
号
、
昭
和
二
十
六

年
七
月
一
日
付
発
行
)
で
、
「
目
的
の
た
め
に
手
段
を
え
ら
ん
で
い
ら
れ
る
余
裕
あ



日野啓三・昭和二十七年の文業

る
幸
福
な
時
代
は
終
っ
た
」
と
い
い
、
「
い
づ
れ
か
一
方
に
立
ち
、
そ
の
立
場
の
み

を
絶
対
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
を
否
定
す
る
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
す
ぐ
れ
て

主
体
的
な
決
意
」
が
「
現
代
文
学
の
根
拠
だ
」
と
説
い
た
。
ま
た
、
「
如
何
に
生
く

べ
き
か
」
(
「
現
代
文
学
」
第
三
号
、
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
付
発
行
)

は
、
「
目
的
の
絶
対
を
説
く
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
と
手
段
の
純
粋
に
固
執
せ
ぎ
る
を
え
な

い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
現
代
の
背
理
を
背
理
の
ま
ま
に
生
き
る
べ
き
で
「
如

何
に
生
き
る
べ
き
か
」
と
い
っ
た
聞
い
が
無
意
味
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
、
こ
れ

が
現
代
に
も
文
学
が
成
立
し
う
る
根
拠
だ
と
説
い
た
。
そ
れ
ら
言
説
の
延
長
上
か

ら
、
「
虚
点
と
い
う
地
点
に
つ
い
て
|
荒
主
人
論
|
」

の
言
説
は
始
ま
る
。

二
般
に
精
神
の
義
務
」
は
、
「
出
発
点
と
到
達
点
」
の
二
点
を
、
直
線
を
も
っ

ひ
た
す
ら
到
達
点
を

て
直
結
す
る
こ
と
に
あ
る
と
信
じ
、
す
べ
て
の
文
学
者
は
、

指
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
い
か
に
生
く
べ
き
か
」
の
聞
い
に
明
瞭
な
結
論
を
与

え
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
、
そ
れ
が
「
時
代
に
対
す
る
精
神
の
誠
実
の
設
し
」

で
あ
る
、
と
日
野
啓
三
は
考
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
の
眼
に
は
、
「
近
代
的
自

我
の
確
立
」
を
説
き
な
が
ら
同
時
に
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
か
ら
の
脱
出
、

ヒ
ユ

1
7
ニ

ズ
ム
へ
の
変
貌
」
を
主
張
す
る
荒
正
人
の
「
精
神
の
所
在
」
、
ま
た
、
目
的
の
た
め

に
は
手
段
を
え
ら
ば
ぬ

「
政
治
至
上
主
義
」
を
鋭
く
批
判
し
な
が
ら

手
段
の
純

粋
に
固
執
し
て
変
革
を
否
定
す
る
「
非
政
治
主
義
的
文
学
精
神
」
を
も
批
判
す
る

荒
E
人
の
「
不
可
解
な
姿
勢
」
は
、
精
神
の
不
誠
実
の
霞
拠
と
さ
え
感
じ
ら
れ
て

い
た
、
と
い
う
。

し
か
し
、
荒
正
人
は
、

じ
つ
は
「
時
代
の
現
実
を
誰
よ
り
も
痛
切
に
知
っ
て
い

た
異
常
に
誠
実
な
レ
ア
リ
ス
ト
」
で
あ
っ
た
。
人
間
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
「
到

達
点
」
で
は
な
く
、
「
出
発
点
」
か
ら
「
そ
こ
に
至
る
過
程
そ
の
も
の
」
で
あ
ろ
う
、

と
日
野
啓
三
は
い
う
の
だ
。
「
出
発
点
」
と
「
到
達
点
」
と
の
「
中
聞
を
な
す
地
点
」

を
、
彼
は
「
虚
構
的
=
品

E
R可
な
地
点
」
と
名
づ
け
、
「
自
ら
を
そ
の
地
点
に
位

置
づ
け
る
精
神
の
異
常
な
緊
張
自
体
」
が
大
切
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
除

村
吉
太
郎
編
『

y
ヴ
エ
ト
文
学
史
』

I
・E
」
の
書
評
で
、
「
創
造
」
す
る
「
過
程
」

「
美
し
き
」
に
惹
か
れ
た
、

そ
の
延
長
上
の
言
説
と
い
え

で

のるの
残だ 「
浮 ろ精
とう神
し 。 の
たま姿
，h た態森高」

'L:..' 
#らの

経く、
三重1)
5 造
叫す
に品る

工費
亨お
お里
で Jバ

d 自

主空

2長
日 し
野、

啓 作
三 品
l立を
、そ

実
数

2
丘
宮
E
t与
と
と
も
に
虚
数

H吉田
H
E弓
宮
g
tミ
の
存
在
を
認
め
る

数
字
の
公
理
を
踏
ま
え
て
、
「
出
発
点
」
「
到
達
点
」
を
「
実
点
目
己

u
o
E
ご

と

す
れ
ば
、
そ
の
二
つ
の
地
点
の
中
間
の
「
第
三
の
地
点
」
は
、
「
虚
点

E
畠

E
m門
司

U
o
E
H
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
後
に
彼
は
、
「
い
わ
ば
反
現

実
的
現
実
主
義
と
も
い
う
べ
き
そ
ん
な
背
理
的
な
、
立
場
な
き
立
場
」
が

「

H

虚

点
H

と
い
う
言
葉
に
結
晶
し
た
。
苦
し
ま
ぎ
れ
の
私
の
造
語
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て

-30 

い
る
。日

野
啓
=
一
に
よ
れ
ば
、
荒

E
人
は
、
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
「
実

存
的
関
心
と
社
会
的
関
心
」
「
夜
の
意
識
と
昼
の
意
識
」
「
文
学
と
政
治
」
と
い
っ

ふ
た
つ
の
極
の
中
間
に
、
緊
張
し
た
状
態
で
双
方
か
ら
ひ
か
れ
て
い

た
よ
う
な
、

る
と
い
う
。
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
社
会
的
関
心
、
連
帯
の
意
識
」
が
「
到
達
点
」

な
ら
ば
、
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
実
存
的
関
心
、
孤
独
の
意
識
」
を
も
「
出
発
点
」
と
し

て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
到
達
点
へ
の
飛
躍
」

は
「
出
発
点
で
の
低
迷
」

と
同
様
の
「
逃
避
」
で
あ
る
。
荒
正
人
は
、
「
単
純
な
エ
ゴ
イ
ス
ト
」
で
も
な
く
「
素

朴
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」
で
も
な
い
。
「
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
も
あ
り
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト

で
も
」
あ
っ
た
。
「
現
代
」
に
お
け
る
凡
ゆ
る
価
値
と
理
想
の
対
立
に
お
い
て
、
荒

正
人
は
い
ず
れ
の
一
方
の
極
に
も
自
ら
を
割
切
ら
ず
、
自
ら
そ
の
ま
ま
両
極
の
緊

張
関
係
自
体
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
だ
。
も
し

「
現
代
の
現
実
自
身
が
対
立
す
る



理
想
の
相
争
う
巨
大
な
埼
塙
」
だ
と
す
れ
ば
、
彼
は
最
も
現
実
的
な
場
に
生
き
た

こ
と
に
な
り
、
彼
の
論
理
の
矛
盾
は
そ
の
ま
ま
完
壁
な
レ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。

日
野
啓
=
一
は
、
自
分
の
い
う
「
虚
点
」
と
は
、
そ
れ
以
外
の
意
味
を

も
た
ぬ
と
い
う
。

例
と
し
て
、
「
ス
ラ
ヴ
派
と
西
欧
派
」

の
対
立
の
聞
に
位
置
し
て
、
「
ラ
ス
マ

i

リ
ニ
コ
フ
と
と
も
ソ

l
ニ
ヤ
・
マ
ル
メ
ラ
l
ド
ワ
を
」
「
キ
リ
l
ロ
フ
と
並
ん
で
シ

ヤ

l
ト
フ
を
」
「
イ
ラ
ン
・
カ
ラ
マ

l
ゾ
フ
と
同
時
に
ゾ
シ
7

長
老
を
」
立
派
に
描

き
え
た
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
と
、
「
虚
無
と
無
限
」
の
間
の
「
深
淵
」
に
臨
ん
で
「
人

間
の
悲
惨
と
偉
大
」
を
結
論
し
「
人
間
の
魂
の
偉
大
さ
は
い
か
に
し
て
中
間
に
と

ど
ま
る
か
を
知
る
こ
と
に
存
す
る
」
(
足
尚
昆

E
ヨ
∞
)
と
書
い
た
パ
ス
カ
ル
と
の
一
一

人
を
挙
げ
る
。
荒
正
人
と
と
も
に

つ
ね
に
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
や
パ
ス
カ
ル
へ

の
関
心
と
理
解
と
を
持
ち
続
け
て
い
た
日
野
啓
三
は
、
十
九
世
紀
的
な
「
西
欧
的

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
で
も
名
づ
く
べ
き
、
あ
ま
り
に
「
人
間
的
臭
気
に
浸
し
尽

く
さ
れ
た
も
の
」

の
奥
に
、

ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
や
パ
ス
カ
ル
の
暗
示
し
た
根
源

的
に
新
し
い
次
元
の
姿
と
問
題
、
来
る
べ
き
世
紀
の
予
兆
、
絶
対
的
に
総
体
的
な

模も
索の
し

与 i王
フ#
と子
する
~ 

の工
1言語

正常
z重
底と
かに
ら 未
は来
地的
上な
で新
はし
み さ
え 苧

ぬ争
昼 感
間し
の
星そ
がれ
みを
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え
る
」
と
い
う
ア
イ
ソ
ッ
ポ
ス
の
比
時
を
引
用
し
て
、
日
野
啓
三
は
い
う
。
「
何
故

彼
は
井
戸
の
底
に
降
り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
「
ど
の
よ
う
な
事
情
が
彼
に
そ

う
し
た
場
処
を
必
至
と
し
た
の
か
」
と
。

「
過
渡
期
」
の
「
古
い
夢
と
新
し
い
理
想
の
過
渡
的
相
魁
」
、
「
後
進
国
」
の
「
近

代
に
追
い
つ
く
こ
と
と
近
代
を
追
い
越
す
こ
と
と
の
目
標
の
二
重
性
」
、
「
知
識
人
」

の

「
中
間
階
級
と
し
て
自
ら
の
内
部
に
反
映
さ
れ
る
階
級
対
立
」

1
1
1
h
」
れ
ら
の

次
元
を
異
に
す
る
現
実
の
三
つ
の
層
に
共
通
す
る
も
の
は
、
「
ひ
と
す
じ
の
断
層
」

で
あ
る
と
、

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
断
層
の
上
に
自
ら
の

日
野
啓
三
は
い
う
。

生
存
を
根
拠
づ
け
る
覚
悟
を
す
る
こ
と
が
、
現
代
に
レ
ア
リ
ス
ト
た
る
資
格
で
あ

る
。
荒
正
人
の

希
望
」
と
は
、
こ
の

「
稀
有
の
時
代
」

「
絶
望
を
生
き
る
と

の

い
う
希
望
」

で
あ
っ
た
。
彼
に
は
、
自
ら
断
層
の
底
に
身
を
横
た
え
て
、
自
分
自

身
を
橋
と
化
し
、
そ
の
よ
う
な
自
分
を
見
詰
め
て
た
じ
ろ
が
ぬ
明
哲
な
自
意
識
が

あ
っ
た
、
と
い
う
の
だ
。

昭
和
初
年
代
荒
正
人
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
熱
心
な
使
徒
で
、

ナ
ロ
ー
ド
エ
キ

「
民
情
主
義
」
「
自
己
犠
牲
」
「
同
志
愛
」
の
「
信
仰
」
を
守
っ
て
、
フ
ァ
シ
ズ
ム

に
抵
抗
し
た
。
そ
の
彼
の
魂
を
黒
い
錆
か
ら
防
い
だ
の
は
、
「
民
衆
で
は
な
く
自
分

へ
の
愛
情
」
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
は
な
く
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
信
念
」
「
史
的
唯
物
論

で
は
な
く
人
間
の
発
見
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
彼
の
良
心
を
守
り
、
戦
争
へ
の

孤
独
な
抵
抗
の
支
柱
と
な
っ
た
「
自
我
」
を
自
覚
さ
せ
た
と
い
う
の
だ
。
日
野
啓

1
4
 

qu 

三
の
言
説
に
よ
れ
ば
、
「
彼
の
場
合
、
自
己
自
身
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
社
会
的
に

誠
実
で
あ
る
こ
と
に
外
な
ら
ず
」
「
抵
抗
の
信
念
を
生
き
る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
自
己

を
裏
切
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
次
の
よ
う
な
分
析
を
示
し
て
い
る
。

あ
く
ま
で
ひ
ろ
く
民
衆
の
幸
福
を
守
ろ
う
と
す
る
遠
心
力
と
、

ど
こ
ま
で
も

己
が
孤
独
の
意
志
に
誠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
求
心
力
と
、
こ
の
方
向
相
反
す

る
ふ
た
つ
の
ワ
ェ
ク
ト
ル
が
互
い
に
他
を
吾
定
し
よ
う
と
し
て
引
き
あ
う
緊

張
の
合
成
力
と
し
て
の
自
我
|
|
純
粋
の
矛
盾
が
そ
の
ま
ま
完
墜
の
統
一
で

あ
る
と
い
う
己
れ
の
自
我
の
逆
説
を
彼
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
と
戦
争

と
二
つ
の
時
期
を
誠
実
に
生
き
ぬ
く
事
に
よ
っ
て
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。

「
神
」
に
対
す
る
「
虚
心
の
帰
依
」
を
失
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
「
真
実
」
と
は
、
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「
人
々
」
に
対
す
る
「
虚
心
の
帰
依
」
と
「
自
分
自
身
」
に
対
す
る
「
虚
心
の
帰

依
」
と
の
ふ
た
つ
し
か
な
く
、
唯
ひ
と
つ
の
「
誠
実
さ
」
と
は
、
そ
の
両
者
に
と

も
「
誠
実
」

で
あ
る
以
外
は
な
い
。

日
野
啓
=
一
の
言
い
方
で
い
え
ば
「
ふ
た
つ
の

で
自
ら
が
あ
る
と
き
、
そ
の
時
だ
け
が

実
点
の
聞
の
虚
点
」

る
「
精
神
の
状
態
」

「
誠
実
」
と
い
い
う

で
あ
り
、
そ
の

「
状
態
」
は
「
相
対
立
す
る
契
機
を
内
に
含

め
て
緊
張
す
る
」
状
態
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
、
荒
正
人
が

「
戦
争
の
中
で
自
覚
し

た
彼
自
身
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
荒
E
人
の
「
批
評
文
学
」
は
、
そ
の
「
自
我
」

の
矛
盾
を
確
認
す
る
操
作
か
ら
始
ま
っ
た
。
日
野
啓
=
一
に
よ
れ
ば
、
「
人
生
い
か
に

生
く
べ
き
か
」
の
探
究
こ
そ
、
「
批
評
の
課
題
で
あ
る
」
と
す
る
荒
正
人
の
「
批
評

作
品
」
を
批
評
す
る
に
は
、
彼
の
生
の
必
然
的
な
帰
結
点
で
あ
る
こ
と
で
彼
の
文

の
解
明
こ
そ
が
大
切
だ
と
い
う
の
で
あ

学
の
当
然
の
始
発
点
で
あ
っ
た
「
虚
点
」

る

「
虚
点
」
と
は
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
が
あ
り
う
る
点
だ
と
す
れ
ば
、
「
非
在
」

が
「
存
在
」
に
化
す
秘
密
は
何
か
と
い
え
ば
、
「
創
造
」
で
あ
る
、
と
日
野
啓
三
は

い
う
。
「
創
造
的
精
神
」
と
は
、
分
裂
を
強
い
る
現
実
に
唯
誠
実
に
対
決
し
て
生
き

己
が
自
我
の
分
裂
と
矛
盾
を
逆
に
創
造
の
契
機
た
ら
し
め
る

と
い
う
逆
説
的
覚
悟
の
事
で
、
「
創
造
的
自
我
」
と
は
「
虚
点
と
化
し
た
自
我
の
謂
」

だ
と
い
う
の
だ
。
日
野
啓
三
は
、
荒
正
人
の
「
批
評
作
品
」
か
ら
、
「
過
渡
期
」
「
後

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

進
国
」
「
知
識
人
」
と
い
う
悲
劇
的
な
矛
盾
も
、
自
ら
そ
の
矛
盾
と
化
す
る
覚
悟
が

あ
れ
ば
逆
に
創
造
の
契
機
と
な
し
う
る
と
い
う
、

造
」
の
「
仕
方
」
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

日
本
で
の

「
現
代
に
お
け
る
創

む
す
び
に

「
文
学
界
」
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
号
の
「
新
人
評
論
特
輯
」
に
、
「
虚
点
と
い

う
地
点
に
つ
い
て
」
を
掲
載
し
た
こ
と
は
、

日
野
啓
三
を
次
の
飛
躍
へ
と
導
く
こ

と
に
な
っ
た
。
『
芥
川
賞
全
集
第
十
巻
』
所
掲
の
年
譜
「
日
野
啓
三
」
(
前
掲
)

は
、
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

昭
和
二
十
八
年
(
一
九
五
三
)
二
十
四
歳

「
文
学
界
」
編
集
部
が
呼
び
か
け
た
、
新
人
作
家
・
批
評
家
の
二
二
会
」

と
い
う
集
ま
り
に
、
奥
野
健
男
、
服
部
達
、
進
藤
純
孝
ら
と
と
も
に
招
か

れ
る
。
安
岡
章
太
郎
、
吉
行
淳
之
介
、
小
島
信
夫
ら

ρ
第
三
の
新
人
u
作

家
た
ち
と
も
知
り
合
っ
た
が
、
若
過
ぎ
て
気
お
く
れ
し
、
深
く
は
付
き
合

わ
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
(
一
九
五
四
)
二
十
五
歳

qo 
q
d
 

奥
野
健
男
と
語
ら
い
、
立
場
を
越
え
た
新
し
い
評
論
同
人
誌
を
計
画
、
服

部
達
、
村
松
剛
、
吉
本
隆
明
、
佐
古
純
一
郎
ら
の
若
い
評
論
家
の
ほ
か
、

島
尾
敏
雄
、
遠
藤
周
作
、
山
口
陸
、
清
岡
卓
行
ら
に
も
呼
び
か
け
て
「
現

代
評
論
」
を
出
し
た
(
た
だ
し
2
号
で
終
わ
り
)
。

昭
和
二
十
年
代
終
わ
り
の
頃
日
野
啓
三
は
、
「
初
期
の

H

政
治
と
文
学
d

の
テ
l

マ
」
を
集
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
や
が
て
「
存
在

論
と
現
代
芸
術
の
実
験
」

の
問
題
に
関
心
を
深
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

『
虚
点
の
思
想
|
動
乱
を
越
え
る
も
の
』
(
前
掲
)

の
「
第
一
一
部
」
巻
頭
の
「
荒

E
人
論
|
虚
点
と
い
う
地
点
」
に
「
E
」
と
し
て
収
載
さ
れ
た
、
「
荒
正
人
論
」
(
『
新

選
現
代
日
本
文
学
全
集
お
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
十
八
年
七
月
十
五
日
付
発
行
)

で
日
野
啓
三
は
、
荒
正
人
に
つ
い
て
「
彼
は
つ
ね
に
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
こ
と



の
苦
悩
と
誇
り
、
絶
望
し
希
望
す
る
人
間
の
最
も
根
源
的
な
力
の
擁
護
者
で
あ
り

鼓
吹
者
で
あ
っ
た
」
と
す
る
一
方
で
、
荒
正
人
の
「
人
類
の
精
神
が
根
本
的
に
変

わ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
言
説
に
関
し
て
「
ど
の
よ
う
に
根
本
的
に
変
わ
る
の

か
」
と
設
問
。
「
意
識
の
場
」
を
「
全
宇
宙
に
ま
で
」
拡
大
し
、
「
そ
の
よ
う
な
場

の
中
で
新
し
く
人
間
存
在
と
そ
の
営
み
を
捉
え
直
す
こ
と
」
が
必
要
だ
と
、
「
意
識

の
変
草
」
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
変
草
は
、
「
西
欧
的
ヒ
ュ
!
?
ニ
ズ

ム
と
で
も
名
づ
く
べ
き
も
の
」

の
根
幹
に
あ
る
、
宇
宙
に
お
け
る
人
間
の
位
置
に

関
す
る
意
識
の
変
革
に
通
じ
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば

「
考
え
る
葦
」

の
比
喰

言
。
誌
も
2
2
3
に
見
ら
れ
る
宇
宙
と
人
間
、
客
体
と
主
体
の
対
立
と
い
う
根
本

装
置
が
彼
の
内
部
で
崩
壊
し
、
宇
宙
に
対
す
る
人
間
的
優
越
の
影
が
彼
の
限
か
ら

消
え
た
と
き
、
彼
は
万
有
の
根
源
に
「
存
在
と
無
」
を
見
る
の
で
あ
る
。

(
や
ま
の
う
ち
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し
よ
う
し
)
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